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ずっと住み続けたい「多摩区」を創りたい。
それが「すがわら進」の夢です̶。
平成２6年第４回
定例会（１２月議会）

　平成２６年度の市の予算執行を１％抑制した
ことは、意義あることであり、平成２７年度の予算
編成に反映させることと、予算、財政に対しての
基本理念を求めました。
　市長からはハード・ソフト事業両面にわたる
聖域なき見直しをしっかり進め、最小の経費で
最幸のまちを実現する、との答弁がありました。

「すがわら進」議員は、平成２６年第４回定例会の代表質問では「小規模事業者
支援」と「都市農業の振興策」を担当。一般質問では４項目を質問しました。

１．小規模事業者支援について／川崎市内中小企業の９割を占める
小規模企業への具体的な事業の活性化を図る施策を求めました。

２．都市農業の振興策について／地元の新鮮な農作物の供給および
貴重な緑地景観の保護や防災上の重要な空間として都市農業が
抱える課題への振興策について質しました。

1 将来への歳出削減の道
を開け！
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一般質問での4項目

　「すがわら進」
議員は、多摩区
東三田地域に
ある大型マンシ
ョンの住民の皆
さんから周辺の
充実した安全

対策に関する要望を聞き、「カーブミ
ラーの設置」「バス停の移動」「通学の
安全対策」「車道の右折対策」などを
実現しました。

　平成２６年は移転補償業務を民間に委託し、
大きな進展がありました。平成２７年度は担当
人員を増員するなどして、早期の完成を
求めました。
　市長からは民間活用も
含め、計画通り事業を
推進していく、との
回答を得ました。

登戸土地区画整理事業
を早期に完成へ！

2

高齢者が安心して暮らし続け
られるシステムを！

　浄水場通りの西側に７５０戸の
レイディアントシティ向ヶ丘遊園
が出来て６年。
　団地周辺での車の出入りが急
激に増加して、団地へ入る車で
他の車両の通行に支障をきたし
ていました。
　また、周辺道路においても標
識などの整備が遅れており、団
地からの出入りに不安がありま
した。団地の３００名近い小学生
の通学路も安全が必ずしも確保

3
美しく整備された浄水場通り

　海外から多くの方たちが本市を訪れ、市内企業も海外
で事業を展開しています。国際都市・川崎にふさわしい
人材育成について４つの観点から提案しました。
【1】職員の海外派遣や交流。【2】職員の採用試験に会話
力を入れる。【3】小学校の英語教育を低学年まで拡大
する。【4】教員の海外研修と海外交流を進める。
　市長から前向きな答弁があり、語学力を重視した採用
試験、そして教育長からは、教員と生徒の海外交流を進め
ていく、との答弁がありました。

国際都市・川崎にふさわしい
人材育成を！
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地 域
実 績

　「すがわら進」議員は毎週木曜
日、登戸駅頭で演説を続けています
が、本年は１月１日から開始しました。

元日に街頭演説元日に街頭演説元日に街頭演説
　平成27年の消防出初式が1月11
日、二ヶ領せせらぎ館付近の多摩川河
川敷で行なわれ、「すがわら進」議員も出
席しました。

市の出初式に出席市の出初式に出席市の出初式に出席 地域news
ニュース

一斉放水とそよ風2号 登戸ペデストリアンデッキで
松澤多摩区消防団長（右）と

地域ボランティアの和泉喜由さん

通学路の安全対策を強化

バス停の移動も完成

マンションの出入口にカーブミラーを設置

出来ていませんでした。
　このような状況を「すがわら
進」議員にお話し２０１４年の年
頭に行政の担当者と現場を視察
して下さいました。カーブミラー
設置に関しては即決、浄水場通り
からの右折帯確保に関しては夏
場に工事を完了。
　問題の多かったバス停の位置
もより安全な場所に移設され、
住民一同「すがわら進」議員には
感謝しております。
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　高齢者やその家族が、住み慣れた地域で安心して暮ら
し続けられよう多摩区の地域性を踏まえた地域包括ケア
システムの構築を要請しました。
　また、増加する高齢者の認知症への対策として、「認知
症疾患医療センター」や「かわさき記念病院」など、専門機
関との連携を求めました。市長は「高齢者一人一人が自ら
の意思で、その人らしい生活を送ることができるケアを
実現していく」と答弁しました。

市民相談
お気軽に！
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暮らしの１１０番市議会議員すがわら進すがわら進

●昭和22年 秋田県生まれ　●海城学園中等部・高等部、中央大学法学部卒　●デンマークの船会社に18年間勤務
●川崎市議会議員に4期連続当選　●公明党党本部中小企業活性化対策本部委員、県本部副代表、川崎総支部連合会長、
多摩第２支部長　●中央大学学員会幹事・学校法人中央大学評議委員　●海城学園海原会常任幹事
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